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資料資料資料資料４４４４－－－－１１１１    高齢者高齢者高齢者高齢者にとってのにとってのにとってのにとっての｢｢｢｢食食食食べることべることべることべること｣｣｣｣のののの意義意義意義意義 

１１１１））））楽楽楽楽しみしみしみしみ、、、、生生生生きがいときがいときがいときがいと社会参加社会参加社会参加社会参加のののの支援支援支援支援    

高齢者にとって「食べること」は楽しみや生きがいの上から重要であり、施設に入所（入

院）している要介護高齢者の楽しいことの第1位は食事である。 

他方、「介護予防」は生活機能の単なる自立をめざすことに留まらず、社会活動に参画

できる意欲ある高齢者の実現をめざしている。 

こうしたことからも、本サービス等では、高齢者自らが買い物や食事づくりに参画する

ことを通じて、食事に関わる生活機能の回復のみならず、高齢者の社会参加への意欲が向

上するように支援することが重要であると言える。 

 

２２２２））））生活生活生活生活のののの質質質質のののの改善改善改善改善とととと｢｢｢｢食食食食べることべることべることべること｣｣｣｣    

    高齢者は、身近な地域において、尊厳をもって主体的に生活を営み、その人らしい生活

を生涯維持することを望んでいる。高齢者の自己実現は、このような生活を基盤として達

成される。このため、高齢者が主体的に自らの生活を営む能力を維持･向上できるように支

援することは、高齢者の健康の保持･増進、ひいては積極的な社会参加につながる。 

また、高齢者一人一人の自己実現をはかるためには、生活そのものを見直し、その人に

とって適正なものへと改善していくことが求められる。 

生活の構成要素の一つに｢食べること｣が挙げられるが、「食べること」は、買い物、食

事づくりや後片付けといった一連の生活行為を伴う。また、高齢者が｢食べる｣食欲を維持・

向上するためには、生活行為を通じて日常の身体活動の維持･増大をはかっていくことが必

要である。さらに、｢食べること｣に伴う生活行為には、高齢者と家族や近隣の人々との「双

方向的コミュニケーション」が伴われる。 

一方、人には、生体リズムと言われる周期的な生理活動がある。たとえば、昼夜は規則

的な睡眠―覚醒リズムを形成し、この睡眠―覚醒のリズムは、朝、昼、夕の｢食べること｣

のリズムにつながる。また、一日の生活のなかでの規則的な｢食べること｣のリズムが、高

齢者に規則的な生体リズムを形成し、体内の消化酵素やホルモンの分泌、神経調節、臓器

組織の活性のバランスを保ち、日常の食欲や規則的な便通が保持されることにつながる。 

それゆえ、本サービス等においては、その人らしい生活全般の改善や回復に対する高齢

者の意欲を引き出し、高齢者の生活の質を維持・向上させることを目指して、一日の生活

において習慣的に「食べること」を支援する点に留意すべきである。 

    

３３３３））））低栄養状態低栄養状態低栄養状態低栄養状態のののの予防予防予防予防とととと生活機能生活機能生活機能生活機能のののの維持維持維持維持    

人が生命を維持し日常の生活を営むには、生存するために重要なタンパク質と活動する

ためのエネルギーを生涯にわたって、食事として摂取することが求められる。 

高齢者は、口腔や摂食･嚥下の問題、発熱や病気、身近な人の死などのライフイベントに

よる食欲低下、あるいは、身体機能の低下等の要因により、また、買い物や食事づくりが
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困難になるなどを原因として、習慣的な食事摂取量が低下し、エネルギーやタンパク質が

欠乏して低栄養状態に陥りやすくなる。また、脳梗塞、がん、呼吸器疾患、肝臓疾患など

の疾患の罹患に伴って低栄養状態に陥りやすい。 

高齢者の低栄養状態を予防･改善することは、（ⅰ）内臓タンパク質及び筋タンパク質量

の低下を予防･改善し、（ⅱ）身体機能及び生活機能の維持･向上及び免疫能の維持・向上

を介して感染症を防止し、（ⅲ）その結果、高齢者が要介護状態や疾病の重度化への移行

を予防することにより、（ⅳ）クオリティ・オブ・ライフ（QOL、生活の質）の向上に寄与

するとされている 。 

そのため、高齢者の低栄養状態の改善は、介護予防の観点からは糖尿病、高血圧、脂質

異常症などの生活習慣病に対する食事療法にも優先して取り組むべき栄養改善の課題とみ

なされている。    

一方、高齢者においては、小腸における糖質、タンパク質、脂肪の消化･吸収機能は比較

的良好に保たれている。それゆえ、高齢者では、食べ物の消化管による消化・吸収機能が

維持され、食事による栄養摂取が行われていれば、消化管の腸粘膜の構造や腸管の免疫機

能を維持し、消化管におけるバクテリアル･トランスロケーション（腸管内の細菌や細菌が

産生する様々な生体障害物質が腸管粘膜細胞あるいは細胞間隙より生体内に侵入するこ

と）による感染症の合併への予防効果は大きいとされている。 

 

高齢高齢高齢高齢者者者者のののの｢｢｢｢食食食食べることべることべることべること｣｣｣｣のののの意義意義意義意義    

    

    

    

    

    

    

    

    

（加藤昌彦、一部改変）    

 

 

高齢者高齢者高齢者高齢者のののの「「「「食食食食べることべることべることべること」」」」のののの意義意義意義意義
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